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商工
春
秋
青
年
部
全
国
大

会
で
は
全
国

か
ら
の
来
場
者
を
雨
の
中
、

交
通
・
駐
車
場
誘
導
す
る
本
県
青

年
部
員
に
感
謝
の
声
が
多
数
あ
っ

た
▼
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
、
思

い
や
り
や
お
も
て
な
し
と
い
う
意

味
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。お
客
様
の
立
場
に
な
っ

て
心
の
底
か
ら
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
ど
う
す
る
か
考
え
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
付
加
価
値
が
生

ま
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、
結

果
と
し
て
人
々
か
ら
必
要
と
さ
れ

る
▼
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
の
有

名
な
話
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
若
い
夫

婦
が
自
分
た
ち
の
食
事
と
と
も
に

お
子
様
ラ
ン
チ
を
注
文
し
た
。
お

子
様
ラ
ン
チ
は
九
歳
未
満
と
メ

ニ
ュ
ー
に
も
書
い
て
あ
り
、マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
お
断
り
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ス
ト
が
尋
ね

る
と
『
亡
く
な
っ
た
子
の
た
め
に
』

と
。
キ
ャ
ス
ト
は
、
子
供
用
の
イ

ス
を
準
備
し
、『
ご
家
族
で
ゆ
っ
く

り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
』
と
応
じ

た
▼
人
を
感
動
さ
せ
る
と
こ
ろ
に

人
が
集
ま
り
、
社
員
も
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
き
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
お
も
て
な
し
、
喜

び
を
通
じ
て
結
果
が
つ
い
て
く
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

第
四
十
九
回
商
工
会
全
国
大
会　
～
景
気
回
復
の
実
現
!!
商
工
会
組

織
力
の
向
上
!!
～
が
十
一
月
十
九
日
、
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
全
国
の
商
工
会
に
加
入
す
る
中
小
企
業
経
営
者
等
三
千
名
が

一
堂
に
会
し
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
七
十
余
名
参
加
し
た
。

「
第
四
十
九
回
商
工
会
全
国
大
会
」

　
　
　
　
　
　 　 

が
開
催
さ
れ
る

　

今
大
会
は
、
全
国
商
工
会
連

合
会
長
に
就
任
し
た
、
本
県
商

工
会
連
合
会
の
石
澤
義
文
会
長

が
は
じ
め
て
大
会
長
と
な
り
執

り
行
わ
れ
た
。

　

大
会
で
は
瀧
野
官
房
副
長
官

（
内
閣
総
理
大
臣
代
理
）、
直
嶋

経
済
産
業
大
臣
、
前
田
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
、
政

党
代
表
と
し
て
大
島
自
由
民
主

党
幹
事
長
、
山
口
公
明
党
代
表
、

自
見
国
民
新
党
幹
事
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
ま
た
増
子
経
済
産

業
副
大
臣
、
高
橋
経
済
産
業
大

臣
政
務
官
を
は
じ
め
、
多
く
の

国
会
議
員
が
来
賓
と
し
て
出
席

（
二
面
に
続
く
）

意見表明並びに大会決議が行われた「第 49 回商工会全国大会」
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し
た
。

　

挨
拶
で
、
石
澤
会
長
は
政
府

に
対
し
て
景
気
回
復
を
第
一
に
、

切
れ
目
の
な
い
政
策
を
一
層
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
金

融
、
経
営
革
新
、
販
路
開
拓
、

雇
用
維
持
等
、
地
域
の
要
で
あ

る
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
を

よ
り
強
化
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
経
済
状
況

の
厳
し
い
時
こ
そ
、
中
小･

小

規
模
企
業
に
対
す
る
、
き
め
の

細
か
い
経
営
支
援
を
地
域
に
密

着
し
て
実
施
し
て
き
た
商
工
会

の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
巡
回

訪
問
に
よ
る
き
め
の
細
か
な
支

援
の
徹
底
と
現
在
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
活
動
の
二
つ
を
あ

げ
て
支
援
と
理

解
を
求
め
た
。

　

こ
れ
を
受

け
、
直
嶋
経
済

産
業
大
臣
か
ら

は
就
任
時
に
総

理
か
ら
中
小
企

業
対
策
に
万
全

を
期
す
よ
う
に

指
示
を
受
け
て

お
り
、「
年
末
・

年
度
末
の
資
金
繰
り
を
は
じ
め

と
す
る
諸
問
題
に
的
確
に
対
処

し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

大
会
で
は
以
下
の
三
項
目
に

つ
い
て
決
議
が
な
さ
れ
た
。

一
、
継
続
的
な
景
気
対
策
、

　
　

中
小
・
小
規
模
企
業

　
　

対
策
の
拡
充

一
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

の
維
持
、
ま
ち
づ
く

　
　

り
の
推
進

一
、
支
援
機
能
・
サ
ー
ビ

　
　

ス
強
化
に
よ
る
会
員

　
　

組
織
率
の
向
上

　

県
で
は
中
小
企
業
庁
と
中
部
経
済
産
業
局
等
と
の
共
催
に
よ

り
、
十
一
月
二
十
五
日
、
富
山
国
際
会
議
場
に
お
い
て
「
一
日

中
小
企
業
庁
ｉ
ｎ
と
や
ま
」
を
開
催
し
た
。

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

　
「
一
日
中
小
企
業
庁
」
は
、

国
の
中
小
企
業
施
策
の
責
任

者
が
都
道
府
県
を
訪
問
し
、

地
元
中
小
・
小
規
模
企
業
や

関
係
機
関
に
最
新
の
施
策
を

説
明
す
る
と
と
も
に
意
見
交

換
の
場
な
ど
も
設
け
、
中
小

企
業
施
策
へ
の
理
解
を
深
め

て
頂
く
こ
と
等
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
今
回

が
五
十
一
回
目
と
な
る
。

　

中
小
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

農
商
工
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
等
が

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
一
日
中

小
企
業
相
談
室
や
施
策
普
及

な
ど
の
各
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

さ
れ
た
。
ま
た
県
内
の
経
済

関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
も

行
わ
れ
、
出
席
し
た
経
済
団

体
か
ら
は
「
依
然
と
し
て
中

小
・
小
規
模
企
業
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
は
厳
し
く
、
小

規
模
企
業
対
策
予
算
の
拡
充

な
ど
国
・
県
の
引
き
続
き
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

中
小
企
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
国
の
中
小
・
小
規
模
企

業
支
援
策
や
元
気
な
モ
ノ
作

り
中
小
企
業
三
〇
〇
社
選
定

企
業
に
よ
る
施
策
活
用
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
等
の
終
了
後
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
交
流
会
も
開

催
さ
れ
た
。

国の中小・小規模企業支援策などが
紹介された「中小企業フォーラム」

挨拶する石澤全国連会長
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青
年
部
生
誕
の
地
へ 

い
ざ
集
わ
ん
！

第
十
二
回 
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
富
山
大
会
）開
催

青
年
部
生
誕
の
地
へ 

い
ざ
集
わ
ん
！

　
「
第
十
二
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
富
山
大
会
）
が
十
一
月

十
一
～
十
二
日
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル 

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

他
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
二
千
五
百
人
の
青
年
部
員
が
富
山
に
集

い
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
団
結
を
誓
っ
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
青
年
部

生
誕
の
地
へ 

い
ざ
集
わ
ん
！
一

期
一
會
」。
大
会
は
青
年
部
発
祥

の
地
、
入
善
町
商
工
会
青
年
部
の

佐
田
洋
さ
ん
の「
富
山
大
会
宣
言
」

に
よ
り
開
幕
し
、
大
会
旗
入
場
、

開
会
宣
言
、
物
故
者
追
悼
、
国
歌

斉
唱
、商
工
会
青
年
部
の
歌
斉
唱
、

商
工
会
青
年
部
宣
言
・
誓
い
の
言

葉
と
続
い
た
。
宮
本
周
司
全
国
商

工
会
青
年
部
連
合
会
長
が
挨
拶
の

中
で
、
参
加
し
た
青
年
部
員
に
対

し
「
地
域
経
済
人
と
し
て
の
責
任

を
共
に
果
た
し
て
い
こ
う
」
と
期

待
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

　

安
井
正
也
中
小
企
業
庁
経
営
支

援
部
長
、石
井
隆
一
富
山
県
知
事
、

梶
敬
信
県
議
会
議
長
、
森
雅
志
富

山
市
長
、
石
澤
義
文
全
国
商
工
会

連
合
会
長
、
松
村
祥
史
参
議
院
議

員
（
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

顧
問
）
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
組
織
及
び
事
業
の
推
進

が
特
に
優
秀
で
あ
り
、
他
の
範
と

な
る
商
工
会
青
年
部
及
び
青
年
部

員
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
三
部
門

（
人（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）づ
く
り
部
門
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
、
ま

ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門
）
の
顕

彰
授
与
及
び
感
謝
状
贈
呈
式
が
行

わ
れ
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
六
人
が
出
場
。
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
竹
内
紀
夫
さ

ん
（
三
重
県
）
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
。
竹
内
さ
ん
は
「
青
年
部

活
動
に
参
加
し
て
～
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
や
る
べ
き
事
～
」
と

題
し
、
青
年
部
に
入
っ
て
「
商
売

の
役
に
立
っ
た
。売
上
が
伸
び
た
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指

し
、
青
年
部
員
同
士
が
商
売
に
関

し
て
の
「
自
主
的
な
勉
強
会
」
を

定
期
的
に
開
催
す
る
環
境
を
作
り

あ
げ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
高
岡
市
福

岡
町
出
身
の
映
画
監
督 
滝
田
洋

二
郎
氏
の
「
輝
く
地
域
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し

て
対
談
方
式
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

滝
田
氏
は
「
優
秀
な
人
材
を
見

抜
い
て
集
め
る
こ
と
や
ピ
ン
と
く

る
感
性
を
磨
く
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
、
プ
ラ
ス
思
考
、
長
く

続
け
る
こ
と
な
ど
が
大
切
と
映
画

監
督
と
し
て
の
経
験
で
は
あ
る

が
、
経
営
者
に
も
通
じ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ

が
行
わ
れ
、
次
回
の
全
国
大
会
の

開
催
地
は
東
京
都
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
初
日
を
終
了
し
た
。
富
山

物
産
展
も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で

は
、
富
山
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
ま
た
全
員

に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
」
も
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は「
大
雨
の
中
、

出
迎
え
て
頂
い
た
こ
と
に
始
ま

り
、
随
所
で
手
作
り
感
の
あ
る
心

温
ま
る
企
画
を
頂
き
大
変
感
動
し

た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

二
日
目
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

創
造
す
る
場
と
し
て
の「
商
人（
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商

談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
自
社
商
品
、
技
術
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
や
展
示
ブ
ー
ス
を
使
っ
て
の
実

際
の
商
談
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
青
年
部
長
会
議
の
後
、
富

山
大
会
宣
言
フ
ィ
ナ
ー
レ
（
大
団

円
）
を
も
っ
て
二
日
間
に
わ
た
る

全
国
大
会
全
日
程
を
終
了
し
た
。商人（AKINDO）ネットワーク商談会の風景

挨拶する宮本全国商工会青年部連合会長

歓迎の言葉を述べる石井富山県知事

最優秀賞に選ばれた竹内紀夫さん

映画監督 滝田洋二郎氏（右）対談方式による
講演（左は平島 KNB アナウンサー）
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先
般
十
一
月
十
一
～
十
二
日
、
青
年

部
全
国
大
会
（
富
山
大
会
）
を
開
催
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
商
工
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
大
勢
の
方
々
か
ら
多
大
な

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
二
年
前
、
大
会
誘
致

を
ど
う
す
る
か
を
当
時
の
笹
木
会
長
率

い
る
青
年
部
役
員
で
協
議
し
て
い
た
頃

を
思
い
出
し
ま
す
。
準
備
期
間
中
、
青

年
部
生
誕
の
地
と
し
て
何
を
示
し
、
何

を
感
じ
て
頂
け
る
か
を
テ
ー
マ
に
し
て

き
ま
し
た
。青
年
部
立
ち
上
げ
当
時
の
、

無
か
っ
た
も
の
を
作
り
上
げ
る
勇
気
と

決
断
、
も
し
生
誕
し
な
け
れ
ば
県
青
連

や
全
青
連
、
こ
の
全
国
大
会
自
体
も
あ

り
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
現
在

ま
で
の
五
十
年
、
脈
々
と
存
続
し
て
い

る
意
味
の
答
え
は
、
や
は
り
商
売
や
地

域
に
必
要
だ
か
ら
こ
そ
と
考
え
行
動
し

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
青
年
部
持
ち
前
の
元
気

な
笑
顔
と
行
動
力
で
み
ん
な
の
心
は
晴

れ
渡
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。
大
会
を

終
え
て
感
じ
る
こ
と
は
、
や
は
り
達
成

感
と
自
信
、
そ
し
て
感
謝
の
心
。
大
会

の
し
つ
ら
え
部
分
の
多
く
を
手
作
り
で

仕
上
げ
た
こ
と
で
部
員
自
身
の
達
成
感

や
そ
れ
ぞ
れ
の
自
信
に
繋
が
り
、
ま
た

四
地
域
の
夜
高
行
燈
展
示
で
は
部
員
以

外
の
地
域
の
方
々
に
携
わ
っ
て
頂
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
年
部
は
こ
の
大
会
を
一
つ
の
き
っ

か
け
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
商
売
を
飛

躍
さ
せ
、
益
々
地
域
に
光
を
も
た
ら
す

存
在
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
本
大
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
、
県
内
外
の
多
く
の
方
々
よ
り
協

賛
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
商
工
会
員
を
は
じ
め
と
し
た
皆

様
に
は
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

開
催
地
の
青
年
部
を
代
表
し
て
の
お
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青年部全国大会
（富山大会）実行委員長

富山県商工会
青年部連合会長
宮 窪 大 作

　

五
十
周
年
の
テ
ー
マ
は
『
継
往
開
来
（
英
知
を
受
け
継

ぎ
、
未
来
へ
進
め
）』。
十
一
月
二
十
一
日
、
入
善
コ
ス
モ

ホ
ー
ル
他
に
お
い
て
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
二
宮
清
純
氏
を
迎
え
て
の
講
演
会
も
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
員
は
「
今
後
も
柔
軟
発
想
と
あ
ふ
れ

る
情
熱
を
持
っ
て
、
ま
た
青
年
経
営
者
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
地
域
商
工
業
の
振
興
発
展
と
地
域
の

活
性
化
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　

労
働
局
及
び
県
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
雇
用

機
会
の
創
出
、
離
職
者
向
け
職
業
訓
練
の
拡
充
、
雇
用
調

整
助
成
金
等
の
要
件
緩
和
な
ど
雇
用
安
定
に
向
け
た
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

厳
し
い
経
済
環
境
で
は
あ
る
が
、
企
業
の
長
期
的
な
発

展
を
見
据
え
て
の
雇
用
の
維
持
・
確
保
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
特
に
新
規
学
卒
者
等
に
対
す
る
雇
用
拡
大
を
お
願
い

し
た
い
と
再
度
の
要
請
が
あ
っ
た
。
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本
事
業
は
県
立
大
学
の
学
生

を
研
究
人
材
と
し
て
迎
え
、
県

内
の
も
の
づ
く
り
企
業
へ
生
産

管
理
部
長
と
し
て
派
遣
し
、
既

知
に
と
ら
わ
れ
な
い
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
製
造
現
場
の
診
断
を
行
う

と
と
も
に
、
優
れ
た
技
術
を
持

つ
県
内
企
業
の
存
在
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

飯
田
社
長
の
説
明
で
工
場
内

を
見
て
回
っ
た
学
生
達
は
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
布
目
中
小
企
業

診
断
士
の
指
導
の
下
「
生
産
管

理
部
長
」
と
し
て
、
５
Ｓ
（
整

理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）

の
視
点
で
製
造
現
場
を
確
認
し

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し

た
。
ま
た
、
十
二
日

に
高
野
精
密
工
業
㈱

（
富
山
市
八
尾
町
）、

十
八
日
に
は
㈱
小
谷

製
作
所
（
射
水
市
）

で
も
事
業
を
実
施
し

た
。　

　

十
二
月
に
は
、
関

係
者
を
集
め
報
告
会

を
開
催
し
、
学
生
達

は
診
断
結
果
を
も
と

に
企
業
に
対
し
改
善

事
項
等
の
提
案
を
行

う
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
一
月
四
日
、
㈱
ロ
ボ
テ
ッ
ク
（
砺
波
市

庄
川
町
）
に
お
い
て
「
研
究
人
材
能
力
活
用
事
業
（
生
産
管
理
部
長

体
験
事
業
）」
を
実
施
し
た
。
県
立
大
学
か
ら
学
生
五
名
が
参
加
し
、

製
造
現
場
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

㈱ロボテック飯田社長の説明を聞く学生達

　

県
商
工
会
連
合
会
は
十
月
二
十
八
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
理
事
会
（
役
員
会
・
会
長
会
議
）
を
開
催
し
、
本
年
度
商
工
会
組
織

を
あ
げ
て
強
力
に
推
進
し
て
い
る
巡
回
訪
問
の
徹
底
、
会
員
増
強
、
共
済

事
業
の
加
入
促
進
の
「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」
に
つ
い
て
一
層
の
取
り

組
み
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」の
商

工
会
毎
の
具
体
的
な
推
進
方
針
・

計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

商
工
会
で
機
関
決
定
し
、
取
り
組

み
は
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
時
期
が
遅
か
っ
た
た
め
、
上

半
期（
九
月
末
）の
実
績
は
全
般
的

に
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
商
工

会
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
目
標

達
成
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組
み

も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
①

巡
回
訪
問
強
化
で
は「
全
職
員
の

地
区
割
り
に
よ
る
き
め
細
か
な
巡

回
」②
会
員
加
入
増
強
で
は「
加
入

金
を
無
料
又
は
減
額
す
る
」や「
会

員
未
加
入
事
業
所
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
役
員
会
に
お
い
て
二
十
件

程
度
に
絞
り
込
み
、
役
員
に
募
集

も
担
当
頂
く
」③
共
済
事
業（
商
工

貯
蓄
共
済
・
会
員
福
祉
共
済
）加

入
推
進
で
は「
地
元
金
融
機
関
と

の
連
携
強
化
に
よ
る
推
進
」や「
一

部
合
併
商
工
会
で
は
支
部
間
が
競

争
し
、
実
績
に
応
じ
て
報
奨
金
を

支
給
す
る
こ
と
」な
ど
様
々
な
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
課
題
も
あ
り
、
県
連
推
進

本
部
で
は
会
員
募
集
や
共
済
加
入

推
進
は
役
職
員
一
体
で
の
推
進
方

針
と
し
て
い
る
が
、
役
員
は
情
報

提
供
等
の
支
援
に
あ
た
り
、
実
際

の
募
集
は
職
員
が
あ
た
る
べ
き
と

の
結
論
に
至
っ
た
商
工
会
も
あ

る
。

　

ま
た
廃
業
者
の
増
加
や
高
齢
化

の
問
題
も
そ
れ
ら
推
進
の
阻
害
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
工
会
ご
と
に
様
々
な
事
情
が

あ
る
が
、
商
工
会
組
織
挙
げ
て
の

取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
他
今
後
予
定
し
て
い
る
事

業
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
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本
年
多
く
の
商
工
会
合
併
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
十
月
～
十
一

月
に
か
け
、
地
域
の
枠
を
超
え
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
商
工
業
の

発
展
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
こ
う
と
、
各
地
で
「
会

員
交
流
大
会
」
や
「
合
併
記
念
事
業
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

十
月
二
十
六
日
、
福
光
中
央
会

館
で
「
第
一
回
会
員
交
流
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
約
二
百
五
十
名
の

出
席
が
あ
っ
た
。
花
島
副
会
長
は

「
歴
史
や
商
工
業
の
形
態
な
ど
が

異
な
る
七
商
工
会
が
合
併
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
相
乗

効
果
を
発
揮
し
た
い
」
と
挨
拶
。

優
良
技
能
者
十
一
人
・
優
良
従
業

員
五
十
二
人
の
表
彰
、
石
澤
全
国

商
工
会
連
合
会
長
の
記
念
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
「
合
併
記
念
会
員
大
会
」
を
十
月

三
十
日
、
大
久
保
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
約
三
百
五
十
名
が
出
席
し
、

開
催
さ
れ
た
。
野
村
会
長
は
「
会

員
企
業
の
経
営
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
た
い
」

と
挨
拶
。
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

七
十
三
人
の
表
彰
、
読
売
新
聞
特

別
編
集
委
員 

橋
本
五
郎
氏
の
「
ど

う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」
と

題
し
て
の
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　　

十
月
三
十
日
、
富
山
観
光
ホ
テ

ル
に
て
「
商
工
会
合
併
記
念
会
員

交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約

二
百
五
十
名
が
参
加
し
た
。
式
典

で
田
畑
会
長
は
「
厳
し
い
経
済
情

勢
で
は
あ
る
が
、
会
員
の
ご
支
援

を
頂
き
な
が
ら
商
工
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

同
日
「
も
の
づ
く
り
企
業
見
本

市
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
内
の
製

造
業
三
十
八
社
が
製
品
展
示
や
食

品
の
試
食
で
自
社
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

た
。
ま
た
読
売
新
聞
特
別
編
集
委

員 

橋
本
五
郎
氏
に
よ
る
講
演
も

あ
っ
た
。

　

十
一
月
六
～
八
日
「
ふ
れ
あ
い

～
交
流
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
合
併
記
念
「
’〇
九

立
山
舟
橋
商
工
フ
ェ
ア
」
が
立
山

町
民
会
館
他
で
開
催
さ
れ
た
。
青

木
会
長
は
「
一
層
の
連
携
強
化
を

図
り
、
両
地
域
の
商
工
業
の
発

展
、
地
域
振
興
に
努
め
て
い
き
た

い
」と
挨
拶
。
六
日
に
は
立
山
町
・

舟
橋
村
内
の
「
企
業
見
学
会
」、

七
～
八
日
に
は
物
産
の
展
示
販

売
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
大
道
芸
人

シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
ま
た
タ
レ
ン
ト
の

石
原
良
純
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
和

太
鼓
演
奏
会
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

謝辞を述べる優良技能者

盛況だった「ものづくり企業見本市」

立山舟橋商工フェア「オープニング」

開会挨拶する野村会長



平成 21 年 12 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.414 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

�

　県商工会連合会は10月28日の理
事会で商工会の推薦があった 9 店舗
から、審査員による事前調査結果をふ
まえて、本年度の元気推奨優良店を
決定した。
　この事業は、商店サービス強化運動
の一環として行われ、地域の優秀な元
気店舗を表彰することで、地域商業の
活性化を図ることを目的としている。
　優良店には1月に行われる県商工会
連合会の新年懇談会において表彰状
が交付される。

平成 21 年度 商工会元気推奨優良店
賞　　名 商工会名 店名 代表者名 業　　種

富山県知事賞 小矢部 カフェド・ドゥ・ドゥ・ドゥ
Café de deux deux deux 澤田 　慈 飲食業

富山県
市長会長賞

富山市
八尾山田 長江屋豆富店 長枝 春一 豆腐製造販売

富山県
町村会長賞 入善町 とこや政＆こころ 上田 政治 理容業

全国商工会
連合会長賞 射水市 ヘア クオリア

Hair Qualia 山崎 光寛 理容業

富山県商工会
連合会長賞 富山市南 ヘア・メイク・パウダー

HAIR・MAKE  POWDER 江渕千絵子 美容業

コース名及び研修テーマ 日　程 主な内容

生産性向上コース
ものづくりの基本と環境改善

２月　４・ ５日
　   18・19 日
　   25・26 日

（６日間）

  １　ものづくりの基本＜工程改善シミュレ－ション＞
  ２　現場環境改善手法と環境改善の進め方
  ３　ものづくりの基本＜品質改善シミュレ－ション＞

経営戦略コ－ス
財務分析と環境分析から作る　　
　　　　　　経営戦略基礎講座
～まずは黒字安定経営、そして
　高収益経営へのシナリオ作り～

２月 ９・10 日
　    23･24 日

（４日間）

  １　新しい競争時代の到来と経営戦略の必要性
  ２　外部環境と内部環境の現状と将来
  ３　ドメインを見直す？何故○○屋は衰退するのか
  ４　財務分析の基礎
  ５　どの様にして安定黒字経営のビジネスモデルを作るのか
  ６　どの様にして高収益ビジネスモデルへ進化させるのか

 ＜申込・照会先＞　富山県商工会連合会　広域指導課	 住所  富山市赤江町１番７号
		  　  TEL 076(441)2716　FAX 076(433)8031　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp/~daigaku/

　

小
矢
部
・
津
沢
の
両
商
工
会
で

は
、
商
工
会
員
に
対
し
て
「
商
工

会
合
併
説
明
会
」
を
開
催
し
た
。

説
明
会
で
は
合
併
協
議
の
審
議
結

果
と
と
も
に
、
来
年
の
四
月
の
合

併
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
報
告
・
説
明
が
行
わ
れ
た
。

出
席
し
た
会
員
か
ら
は
会
員
サ
ー

ビ
ス
や
新
商
工
会
へ
の
期
待
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
新
商
工
会
の
名
称
は

「
小
矢
部
市
商
工
会
」。
総
代
数

百
二
十
名
、
役
員
数
三
十
五
名

（
会
長
一
名
・
副
会
長
二
名
・
理

事
三
十
名
・
監
事
二
名
）
と
な
り
、

商
業
・
工
業
建
設
・
観
光
サ
ー
ビ

ス
の
三
部
会
を
設
置
す
る
。
ま
た

小
矢
部
・
津
沢
の
二
商
工
会
を
支

所
と
し
、本
部
は
小
矢
部
に
置
く
。

　

両
商
工
会
で
は
こ
の
後
、
十
二

月
に
合
併
契
約
調
印

式
を
行
い
、
合
併
の

た
め
の
臨
時
総
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
同
総
会
で

は
合
併
契
約
、
定
款

作
成
の
基
本
と
な
る

事
項
な
ど
の
承
認
と

と
も
に
、
設
立
委
員

を
選
任
す
る
。

　

今
後
三
月
の
合

併
認
可
申
請
に
向

け
て
の
具
体
的
な

作
業
に
入
る
予
定

で
あ
る
。

合併に向けた会員説明会を開催（小矢部商工会）
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「とやまっ子まちなかアートin商店街」「とやまっ子まちなかアートin商店街」「とやまっ子まちなかアートin商店街」が開催されます！
　県では、親子で商店街に親しむきっかけをつくり、賑わい創出に
つなげるため、県内４地域の商店街でイベントを行います。
１ 開催日時、会場

　高岡市　12 月５日㈯、６日㈰ 10:00 ～ 17:00
　　　　　万葉の杜 ( 高岡大和横 )、御旅屋通り商店街
　魚津市　12 月 12 日㈯、13 日㈰ 10:00 ～ 17:00
　　　　　電鉄魚津駅前公園（DEN でんパーク）
　砺波市　12 月 26 日㈯、27 日㈰ 10:00 ～ 17:00
　　　　　出町子供歌舞伎曳山会館
　富山市　1月 9 日㈯、10 日㈰ 10:00 ～ 17:00
　　　　　中央通り商店街
２ イベント内容
●メインイベント　「とやまっ子まちなか発表会」
　中心商店街にステージを設置し、子供たちの日頃の習い事（音楽、ダンス
など）の成果を披露する発表会です。
●サブイベント
　似顔絵コーナー、大きなお絵かきコーナー、商店街のスタンプラリー、きと
きと君や利長くんとのふれあいタイムなど、親子で楽しめるイベントです。
＊詳しくは、富山県商業まちづくり課（☎076-444-3253）へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  お問い合わせ下さい。

労働基準法が
一部改正されます！
労働基準法が
一部改正されます！
労働基準法が
一部改正されます！

（平成２２年４月１日施行）

　　時間外労働の割増賃金率
　が引き上げられます
（中小企業については、当分
の間、 適用が猶予されます）

　　割増賃金引上げなどの努
　力義務が労使に課されます
（企業規模にかかわらず、適用
されます）

　　年次有給休暇を時間単位
　で取得できるようになります
（企業規模にかかわらず、適用
されます）

＊詳しくは、最寄りの労働局又は
労働基準監督署へお問い合わ
せ下さい。

❶

❷

❸

厄払い鯉の放流
風の盆ステージ

１／７（木）
１／９（土）・２３（土）

庄川町商工会
越中八尾観光協会

0763－82－1155
076－454－5138

イベント名 開 催 日 お問合せ先

１月月各地の

「年末金融相談窓口」を開設「年末金融相談窓口」を開設
29日 ３０日

受付時間 場　　所 受付時間 場　　所
午前９時～午後３時 下新川地域広域協議会朝日町商工会 午前９時～午後３時 下新川地域広域協議会入善町商工会
午前９時～午後５時 上市町商工会　カミール３階 　午前９時～正午　 上市町商工会　カミール３階
午前９時～午後３時 立山舟橋商工会　本所 　午前９時～正午　 立山舟橋商工会　本所
午前９時～午後３時 富山市南商工会　婦中支部センター 　午前９時～正午　 富山市南商工会　婦中支部センター
午前９時～午後３時 富山市南商工会　大沢野支部センター
午前９時～午後３時 富山市南商工会　大山支部センター
午前９時～午後５時 富山市八尾山田商工会 午前９時～午後５時 富山市八尾山田商工会
午前９時～午後５時 富山市北商工会　本所・和合支所 　午前９時～正午　 富山市北商工会　本所・和合支所
午前９時～午後５時 富山市北商工会　水橋支所
午前９時～午後５時 富山市北商工会　呉羽支所
午前９時～午後３時 射水市商工会　本所・小杉事務所 午前９時～午後３時 射水市商工会　本所・小杉事務所
午前９時～午後３時 高岡市商工会　本部・戸出支所 午前９時～午後３時 高岡市商工会　本部・戸出支所
午前９時～午後３時 高岡市商工会　福岡支所 午前９時～午後３時 高岡市商工会　福岡支所
午前９時～午後３時 高岡市商工会　中田支所
午前９時～午後３時 小矢部商工会 午前９時～午後３時 小矢部商工会
午前10時～午後３時 津沢商工会 午前10時～午後３時 津沢商工会
午前9時～午後３時 南砺市商工会　本部・福光事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　本部・福光事務所
午前9時～午後３時 南砺市商工会　福野事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　福野事務所
午前9時～午後３時 南砺市商工会　井波事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　井波事務所
午前9時～午後３時 南砺市商工会　城端事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　城端事務所
午前9時～午後３時 南砺市商工会　五箇山事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　五箇山事務所
午前9時～午後３時 南砺市商工会　利賀村事務所 午前9時～午後３時 南砺市商工会　利賀村事務所
午前9時～午後３時 庄川町商工会 午前９時～午後３時 庄川町商工会
午前９時～午後5時 富山県商工会連合会　 午前９時～午後5時 富山県商工会連合会


